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　八千代市とタイ王国バンコク都では、毎年お互いに「こども親善大使」の派遣・
受け入れを行っています。平成元年にスタートしたこの交流が、今年で��年を迎え
たことを記念して、友好都市提携協定を締結。５月��日、バンコクの代表を招き、市
役所で調印式が行われました。また、５月��日～��日、バンコクこども親善大使��
人が八千代市を訪問。萱田南小学校での交流会などに参加し、友情を深めました。
　市では５月��日～��日に、市総合生涯学習プラザで「八千代・バンコク交流��
年記念展示会」を開催し、これまでの交流やタイ王国とのパートナーシップなど
について紹介しました。
※今号では４ページにわたり、八千代市とバンコク都の交流について紹介します
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硫
化
水
素
に
よ
る
事
件
・
事
故
が
全
国
的
に
発
生

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

硫
化
水
素
事
故
は
、そ
れ
を
発
生
さ
せ
た
当
事
者
だ
け
で
は
な
く
、多
数

の
住
民
が
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に

注
意
し
、身
の
危
険
を
感
じ
た
と
き
に
は
避
難
す
る
と
と
も
に
、１
１
９
番

か
１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
硫
化
水
素
の
特
徴　

①
目
、
皮
膚
、
粘
膜
を
刺
激
す
る
有
毒
な
気
体　

②
腐
っ
た
卵
の
よ
う
な
強
い
刺
激
臭　

③
無
色
で
空
気
よ
り
重
く
、
低
い

と
こ
ろ
に
滞
留

■
卵
が
腐
っ
た
よ
う
な
「
に
お
い
」
が
し
た
ら　

①
に
お
い
が
す
る
場
所

に
は
近
づ
か
な
い
。
特
に
、
に
お
い
が
す
る
部
屋
の
扉
や
車
の
ド
ア
は
絶

対
に
開
け
な
い　

②
に
お
い
の
し
な
い
場
所（
風
上
）ま
で
避
難
し
、
安
全

な
場
所
に
到
着
し
た
ら
１
１
９
番
か
１
１
０
番
通
報

※
消
防
や
警
察
が
到
着
し
た
ら
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

①
市
消
防
本
部　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
（
土

��

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
は
警
防
課�
（
４
５
９
）７
８
０
４
、
そ
れ

以
外
は
指
令
課�
（
４
５
９
）７
８
０
５　

②
八
千
代
警
察
署�
（
４
８
６
）

０
１
１
０　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　��　
（
消
防
本
部
警
防
課
）

ほ
た
る
の
里
に
来
ま
せ
ん
か

　

ほ
た
る
の
里
は
「
ホ
タ
ル
メ
イ
ト
」
に
よ
り
、
環
境
整
備
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
ま
で
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
見
学
す
る
と
き
は
、
ホ
タ
ル
を
取
っ
た
り
、
懐
中
電
灯
で

ホ
タ
ル
を
照
ら
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
み
は
必
ず
持
ち

帰
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
里
内
の
清
掃
に
ご
協
力
を

　

草
刈
や
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
な
ど
を
行
い
、
ホ
タ
ル
に
適
し
た
環
境
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。
作
業
は
２
時
間
程
度
で
す
。
か
ま
、
軍
手
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
帽
子
や
飲
み
物
を
持
参
す
る
な
ど
、
各
自
で
暑
さ
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

▼
日
時　

①
６
月　

日�
午
前　

時
か
ら　

②
７
月　

日�
午
前
９
時

��

��

��

か
ら　

③
８
月　

日�
午
前
９
時
か
ら　

④
９
月　

日�
午
前　

時
か
ら

��

��

��

▼
場
所　

ほ
た
る
の
里（
米
本
４
８
１
６
）　

▼
申
し
込
み　

当
日
直
接
会

場
へ　

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課
（
ほ
た
る
の
里
づ
く
り
実
行
委
員

会
事
務
局
）�
（
４
８
３
）１
１
５
１

�
月　

日�
に
消
防
団
消
防
操
法
大
会
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市
の
消
防
団
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
す
。
今
回
は
６
個
分

団（
２
・
４
・
６
・
８
・　

・　

分
団
）が
参
加
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

��

��

も
見
学
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

▼
日
時　

６
月　

日�
午
前
８
時　

分
〜　

時（
雨
天
決
行
）　

※
予
備

��

��

��

日
６
月　

日�
　

▼
場
所　

八
千
代
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場　

▼
問

��

い
合
わ
せ　

消
防
本
部
消
防
総
務
課�
（
４
５
９
）７
８
０
２



タイ王国で最高の地位と格式を誇るエメラ
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タイ王国で最高の地位と格式を誇るエメラ
ルド寺院

�（ ��������）

　八千代市とバンコク都（以下バンコク）の、こ
れまでの交流の経緯について紹介します。また、
３ページでは、それぞれの都市の代表や、交流
に携わってきた皆さんのメッセージを紹介します。

　市は元年３月30日、国から交付された「ふる
さと創生１億円」を基に「八千代こども国際平和
文化基金」を設置しました。この基金には、次世
代を担う子どもたちが世界に目を向け、社会に
貢献できる国際人に成長して欲しいという期待
が込められています。この基金は、次の３本の
柱に添って、事業を展開しています。
①国際理解事業　毎年、小学５年生と中学２年
生を対象に「国際平和作文コンクール」を実施。

�日本ユニセフ協会が制作したビデ
オや、テレビ・新聞を見て、平和・飢
餓・環境問題などについて感じたこ
とを、国際平和作文として募集しま
す。また、入選作品を収録した作文
集「君たちを忘れない」を発行し、小・
中学校や公共施設に配布しています。
②国際文化交流事業　国際平和作文

コンクールの入賞者60人の中から、面接によっ
て選ばれた10人を「八千代こども親善大使」に任
命し、バンコクへ派遣します。また、「バンコク
こども親善大使」10人の受け入れを実施。小学校
での体験授業・文化交流やホームステイを通し

て、友好を深めます。19年度までに派遣した八
千代こども親善大使は184人、受け入れたバンコ
クこども親善大使は156人になります。
③国際協力事業　八千代こども親善大使が通う
学校で、使っていない文房具を集め、バンコクを
訪問する際に持参。都知事を通して、文房具を必
要としている子どもたちに届けています。
●地域づくり総務大臣表彰を受賞　
　こうした活動が評価され、17年度地域づくり総
務大臣表彰（国際化部門）を受賞しました。

　５月17日の調印式では、ゴーサヨーティン都
知事の代理としてプロムラカノー副事務次官
が、都知事のサインが入った友好都市提携協定
書を持参し、豊田市長が署名を行いました。協
定書を取り交わし、今後はさらに広い分野での
交流を深めていくことを約束しました。
　なお、８月には、バンコクの少年サッカーチー
ムが本市を訪れ「交流20年記念少年サッカー大

０
０
円
／
１
時
間　

②
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
と
年
末
年
始
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
…
６
０
０
円
／
１
時
間　

①
②
以
外
の
時
間
…
７
０
０
円
／
１
時
間　

保
育
終
了
後
、依
頼
会
員
か
ら
協
力
会
員
へ
直
接
謝
礼
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
会
員
登
録
の
方
法　

　

会
員
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
連
絡
の
上
、
入
会
説
明

会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
協
力
会
員
・
両
方
会
員
希
望
者
は
、
お
子
さ
ん
を

保
育
す
る
の
に
必
要
な
基
礎
研
修
も
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

【
入
会
説
明
会
】
７
月
３
日�
午
前　

時
〜
正
午
／
緑
が
丘
公
民
館
、
８
月　

日

10
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�
午
前　

時
〜
正
午
／
教
育
委
員
会
庁
舎
、
９
月　

日�
午
前　

時
〜
正
午
／

10

11

10

福
祉
セ
ン
タ
ー

【
基
礎
研
修
会
（
協
力
・
両
方
会
員
希
望
者
）】
７
月
９
日�
午
前
９
時　

分
〜

30

午
後
３
時　

分
／
緑
が
丘
公
民
館
、
９
月　

日�
・　

日�
午
前
９
時　

分
〜

30

17

18

30

正
午（
２
日
に
分
け
て
実
施
）／
す
て
っ
ぷ　

勝
田
台　

▼
登
録
時
に
必
要
な
も

21

の　

証
明
写
真（
３
㎝
×
２�
５
㎝
）２
枚
、
住
所
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）
の
コ
ピ
ー
１
枚
、
登
録
料
５
０
０
円　

▼
問
い

合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー�
（
４
８
７
）８
３
０
０

　

が
け
崩
れ
は
、
斜
面
が
突
然
崩
れ
落
ち
る
災
害
で
す
。
急
に
水
が
噴
出
し
て

濁
り
始
め
た
り
、
小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
落
ち
て
き
た
と
き
に
は
十
分
注
意
し
、
早

め
に
避
難
を
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
避
難
場
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
総
合
防
災
課
・
土
木
建
設
課
）

土
地
所
有
・
管
理
者
は
、あ
き
地
の
雑
草
除
去
を

親日的なタイ王国を交流先として選びました親日的なタイ王国を交流先として選びました

世界に貢献できる国際人を育成世界に貢献できる国際人を育成

　タイ王国を交流先として選んだ理由としては、
①アジアであり比較的近いこと　
②親日的であり、タイ王室と日本の皇室の結び
つきが強いこと
③当時のアドバイザーであった�日本ユニセフ
協会から、タイ王国を推薦するアドバイスがあっ
たこと、などがあげられます。
　昨年、日本とタイ王国は修好120周年を迎え
ました。しかし、その原点をたどると600年以
上前から交流があり、両国は古くから友好的な
関係で結ばれています。

交流20年の節目に友好都市提携協定を締結交流20年の節目に友好都市提携協定を締結

　

雑
草
が
伸
び
た
あ
き
地
は
、
防
犯
上
も
衛
生
上
も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
害
虫
が
発
生
し
た
り
、
ご
み
が
捨
て
ら
れ
た
り
、
近
所
の
人
に
迷
惑
を

掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
街
の
あ
き
地
の
所
有
者
・
管
理
者
は
、
年
２

回
程
度（
７
月
・　

月
ご
ろ
）の
刈
り
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。
刈
り
取
り
後
の

11

草
は
、
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
、
可
燃
ご
み
と
し
て
出
す
な
ど
、
適
切
に
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
（
環
境
保
全
課
）

が
け
崩
れ
に
ご
注
意
を

　

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
で
は
、
災
害
発
生
時
に
協
力
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。な
お
、当
日
は「
新
聞
で
作
る
エ
チ
ケ
ッ
ト
袋
」や「
ふ

ろ
し
き
で
リ
ュ
ッ
ク
作
り
」
な
ど
災
害
時
に
役
立
つ
実
技
講
習
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
６
日�
午
前
９
時
〜
午
後　

時　

分　

▼
場
所　

福
祉
セ
ン

12

30

タ
ー
４
階
第
３
・
４
会
議
室　

▼
申
し
込
み　

６
月　

日�
ま
で
に
は
が
き
、

27

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
〒
２
６
０－

８
５
０

９
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部�
０
４
３（
２
４
８
）６
８
１
２　�
       

           　
　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
支
部�
０
４
３（
２
４
１
）７
５
３
１ 

　
（
健
康
福
祉
課
）

赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
を
開
催

協定書を取り交わし握手する豊田協定書を取り交わし握手する豊田市長（中央）市長（中央）とと
プロムラカノー副事プロムラカノー副事務次官（右）務次官（右）

�������	
���

八千代とバン

▲文房具をバンコクに持参する八千代こども親善大使▲文房具をバンコクに持参する八千代こども親善大使

▲地域づくり総務大臣表彰式▲地域づくり総務大臣表彰式
info@

chiba.jrc.or.jp
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不
法
投
棄
は
後
を
絶
た
ず
、
現
在
で
も
毎
年
２
０
０
件
近
く
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
不
法
投
棄
防
止
に
は
「
監
視
」
が
効
果
的
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

「
不
法
投
棄
連
絡
員
」
と
し
て
協
力
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。　

▼
活
動

内
容　

地
域
内
で
不
法
投
棄
現
場
を
発
見
し
た
場
合
の
通
報
、
不
法
投
棄
さ
れ

た
ご
み
が
撤
去
さ
れ
た
後
の
状
況
の
報
告
、
市
が
行
う
不
法
投
棄
防
止
施
策
へ

の
協
力　

▼
応
募
資
格　

地
域
の
環
境
に
関
心
が
あ
り
、
年
数
回
平
日
の
会
議

に
出
席
で
き
る
市
内
在
住
の
成
人　

▼
任
期　
　

年
７
月
〜　

年
６
月　

▼
募

20

22

集
人
数　

①
〜
④
の
地
区
、
各
３
人
程
度　

①
大
和
田
地
区（
大
和

田
・
萱
田
町
・
萱
田
・
大
和
田
新
田
・
ゆ
り
の
き
台
・
高
津
・
高
津
団
地
・
緑

が
丘
・
高
津
東
）　

②
八
千
代
台
地
区（
八
千
代
台
東
・
西
・
南
・
北
）　

③
阿

蘇
地
区（
村
上
・
下
市
場
・
上
高
野
・
下
高
野
・
米
本
・
米
本
団
地
・
保
品
・

神
野
・
堀
の
内
）　

④
睦
地
区（
吉
橋
・
桑
橋
・
桑
納
・
麦
丸
・
尾
崎
・
小
池
・

佐
山
・
平
戸
・
島
田
・
島
田
台
・
神
久
保
・
真
木
野
・
大
学
町
）　

▼
申
し
込

み　
　
「
不
法
投
棄
連
絡
員
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
を
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
〒
２
７
６－

８
５
０
１
市
役
所
ク
リ
ー
ン
推

進
課�
（
４
８
４
）３
２
８
４
へ
。
６
月　

日�
必
着
。

25

会」を開催する予定です。
　　　友好都市とは？
　　　市民の文化交流や親善を目的として、友
好関係を結ぶ都市のこと。「姉妹都市」とも言い
ますが、国によっては上下関係を連想させるこ
とがあるため「ツインシティ（双子都市）」と言
うことも。呼び方は違っても、内容は同じです。

 　“バンコクから帰国した後も、こども親善大
使としての貴重な体験を生かしたい” と、16年
４月、歴代の八千代こども親善大使が「ダイラッ
クアン」を結成しました。「ダイラックアン」と
は、タイ語で旅の安全や幸せを祈って手首に巻
く、白い糸のこと。こども親善大使が、バンコ
クを訪問した際に手首に巻いてもらったことか
ら、この名前を付けました。
 　「ダイラックアン」は、バンコクこども親善大
使のウェルカムパーティーや、平和へのメッ
セージを発信する「親善大使的国際平和展」を開
催。５月17日の交流20年記念展示会初日には、
市民に呼び掛け「ウェルカム隊」を結成し、副事
務次官らを歓迎するなど、積極的に活動してい
ます。
　また、16年にインドネシア・スマトラ島沖地
震の津波によりタイ南部が被災した際は、市内
の小・中学校に災害義援金の呼びかけを行い、
寄せられた約200万円をバンコクと�日本ユニ
セフ協会に送りました。
　なお、バンコクでも、歴代のバンコクこども
親善大使が「テップウタイ」（タイ語で“東の国よ
永遠に” ）を結成し、八千代こども親善大使との
交流会を実施しています。

不
法
投
棄
連
絡
員

こども親善大使からダイラックアンへこども親善大使からダイラックアンへ

　八千代市を訪問した際には、
とにかくバンコクの代表として
一生懸命自分の役割を果たそう

と思いました。その時、他国との友好関係はとて
も大切なことだと感じました。バンコクに戻って
から日本語の勉強を始め、今ではメールで八千代
の友だちと連絡を取り合っています。これからも、
いろいろな国の文化について勉強したいです。
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　事業を始めた当時は、言葉の
壁もあり、バンコク都職員の皆
さんと信頼関係を築くのに苦心

しました。しかし、だんだん仲良くなり「アンク
ルオオサカ（大坂のおじさん）」と呼ばれるように。
人事異動で担当を離れても、年賀状や寄せ書きを
もらいました。私にとって彼らは、単なる“仕事
のパートナー”ではなく“最高の友人”です。

�������	
��
�
����

����������

　八千代とバンコクの子どもた
ちの相互交流が、20年もの間続
けられてきたことをうれしく思

います。昨年、バンコク都議会議員団の皆さんが
八千代を訪問された時、八千代市の議員を交えて
親しくお話したことを懐かしく思い出しました。
これを機に、さらに交流の輪が広がっていくこと
を願い、市議会としても応援してまいります。

��������

��������

　バンコクとの交流が今年で20
年を迎え、友好都市提携協定を
結ぶことができましたのも、歴

代のこども親善大使はもとより、保護者や関係者の
皆様のご理解とご協力の 賜物 と感謝しております。

たまもの

　今後も“微笑みの国”タイ王国バンコクとの交流
を通して、笑顔があふれ活気ある地域づくりへと
つなげていくことができればと考えております。

�����

��������

　２年前、初めてバンコ
クこども親善大使を我が
家で受け入れました。それ以来毎日、独学でタイ
語を勉強、少し話せるようになりました。今でも
子どもたちや彼らのご両親と、メールや電話でや
りとりしています（陽一さん）。彼らが大人になっ
た時、もし日本に来る機会があれば、遠慮なく私
たち家族を頼ってほしいですね（昌子さん）。
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　私は第６回八千代こども親善
大使として、バンコクを訪問。
バンコクの皆さんはとても親切
で、温かいおもてなしをしてくださいました。そ
の時のご恩をお返ししたいと思い、４年前「ダイ
ラックアン」を立ち上げました。八千代の皆さん
にタイのすばらしさを伝えるためにも、今後もさ
まざまな活動を続けていきたいと思います。

�������	


���������

　今回、私は初めて八千代を訪
問しました。短い滞在でしたが、
八千代の皆さんに心温まるおも
てなしをしていただき、まるで自分の故郷に帰っ
てきたようでした。以前、バンコクこども親善大
使に同行した都の職員が、帰国後「また八千代に
行きたい」と話していた理由がよく分かりました。
兄弟のような関係が末永く続くことを祈っています。

�������	
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　八千代市の皆様、こんにちは。
八千代とバンコクのこども親善
大使を通じた交流が、20年を迎
えることができ、私を始めバンコク都民一同、心
から喜んでおります。今回の調印式には、残念な
がら出席できませんでしたが、近い将来、友人で
ある八千代の皆様にぜひお会いしたいと思ってお
ります。
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�����������

　

市
で
は
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
に
お
け
る
特
定
保
健
指
導
事
業
の

業
務
受
諾
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
▼
業
務
内
容　

特
定
健
康
診
査
後
に
抽
出
さ

れ
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
象
者
及
び
そ
の
予
備
群
に
対
す
る
保
健

指
導（
動
機
づ
け
支
援
及
び
積
極
的
支
援
）　

▼
選
定
方
法　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
（
提
案
方
式
）　

▼
応
募
資
格 　
「
標
準
的
な
健
診
・
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
確
定
版
）」
の
委
託
基
準
を
満
た
し
、「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

第　

条
」
及
び
同
法
の
「
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施
に
関
す

28
る
基
準
」
を
遵
守
で
き
る
こ
と　

▼
募
集
期
間　

６
月　

日�
〜
７
月　

日�

25

15

応
募
先
な
ど
詳
細
は
国
保
年
金
課
へ

特
定
保
健
指
導
を
行
う
事
業
者

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に

会
員
登
録
し
ま
せ
ん
か

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い

「
協
力
会
員
」
と
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
「
依
頼
会
員
」、
そ
し
て
、

依
頼
会
員
と
し
て
子
ど
も
を
預
か
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
協
力
会
員
と
し
て
ほ
か

の
お
子
さ
ん
を
預
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
「
両
方
会
員
」
で
組
織
さ
れ
、

会
員
同
士
で
子
育
て
を
支
援
す
る
相
互
援
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
こ
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す　

　

保
育
施
設
な
ど
の
時
間
外
、
冠
婚
葬
祭
や
学
校
行
事
、
育
児
疲
れ
な
ど
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
な
ど
、
短
時
間
の
保
育
が
必
要
な
と
き
に
利
用
で
き
ま

す
。　

▼
援
助
対
象
児　

０
歳
か
ら
小
学
校
４
年
生（
保
護
者
が
市
内
在
住
ま
た

は
在
勤
の
人
）　

▼
謝
礼　

①
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
…
５

���
コク、20年の歩み

▲「ダイラックアン」主催のウェルカムパーティー▲「ダイラックアン」主催のウェルカムパーティー

�
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八
千
代
市
長
の
資
産
等
補
充
報
告
書
な
ど
の
閲
覧

　　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
八
千
代
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
、
市
長
の
資
産
等
補
充
報
告
書
、
所
得
等
報
告
書
、

関
連
会
社
等
報
告
書
を
閲
覧
で
き
ま
す　

▼
期
日　�
月　

日�
か
ら　

▼
場

��

所　

市
役
所�
階
情
報
公
開
室�

　
（
秘
書
課
）

����

■
立
候
補
予
定
者
の
た
め
の
説
明
会　

▼
日
時�
月　

日�
、
午
前　

時
か
ら

��

��

▼
場
所　

市
役
所�
階
第�
会
議
室　�

　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

ふ
る
さ
と
親
子
祭
の
協
賛
金
に
ご
協
力
を

■
花
火
協
賛
金

　

花
火
を
製
作
し
、
打
ち
上
げ
る
資
金
に
使
い
ま
す
。
企
業
や
団
体
、
一
般
の

人
か
ら
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

万
円
以
上
の
協
賛
を
い
た
だ
い
た
場
合
、

��

花
火
打
ち
上
げ
時
に
名
前
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放
送
し
ま
す
。
ま
た
、�
号
玉
以

上
に
協
賛
い
た
だ
く
と
、
金
額
に
応
じ
て
い
す
席
ま
た
は
さ
じ
き
席
チ
ケ
ッ
ト

を
差
し
上
げ
ま
す
。
協
賛
額
と
チ
ケ
ッ
ト
枚
数
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
取
り
扱
い
窓
口　

八
千
代
ふ
る
さ
と
親
子
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
八
千
代

商
工
会
議
所
内
）�
（���
）����

■
バ
ラ
の
シ
ー
ル

　

同
実
行
委
員
会
で
は
「
八
千
代
ふ
る
さ
と
親
子
祭

シ
ー
ル
」
を
作
成
、
販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
の
収
益

金
は
、
協
賛
金
と
し
て
祭
の
運
営
資
金
の
一
部
に
充

て
ら
れ
ま
す
。�
シ
ー
ト
に�
種
類
の
バ
ラ
が��

�
枚
つ
い
て
、
価
格
は���
円
。
名
刺
に�
貼�
っ
た

は

り
ラ
ッ
ピ
ン
グ
用
シ
ー
ル
に
使
う
な
ど
使
い
道
は
い

ろ
い
ろ
。ビ
ジ
ネ
ス
の
場
や
市
民
交
流
の
場
で
、「
わ

が
ま
ち
八
千
代
」
を
語
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
い
た

だ
け
ま
す
。�

（
産
業
政
策
課
）

※
協
賛
金
は
花
火
大
会
が
順
延
、
中
止
の
場
合
で
も
返
金
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■花火協賛金金額一覧

���

������
����������

5,000４号玉

8,400５号玉

いす席　２枚12,600６号玉

いす席　４枚23,100７号玉

いす席　６枚33,600８号玉

いす席　８枚54,60010号玉

さじき席３枚157,500スターマイン

さじき席４枚262,500ジャンボスターマイン

さじき席５枚525,000キングスターマイン

さじき席５枚
　　　　以上

525,000～

　　
2,100,000

以上

仕掛花火
※大きさなどに
よって異なります
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▲バンコクにはたくさんの運河があります。舟
から見る景色からは、タイの人々の生活がう
かがわれます

�アユタヤ遺跡で、戦争の傷跡を目のあたりにし
た子どもたち。あらためて平和の大切さについ
て考え、それを多くの人に伝えるのも、こども
親善大使としての仕事の一つです

�バンコクの学校を訪問。生徒達にタイ語で自己紹介しま
す。もちろん、あいさつもタイ式
学校交流会の後は、全校生徒が手旗を持って見送って�
くれます

�第１回バンコク子ども親
善大使は６人でした。子
供模擬議会を見学

�
バ
ン
コ
ク
の
小
学
校
で
の
体
験
授
業
。
タ
イ
の
文

字
を
習
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
ほ
か
に
も
踊
り
や
お

菓
子
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た

▲日本の昔遊びを、バンコクの子どもたちに紹介
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は�
月�
日�

　�
月　

日�
で
任
期
満
了
と
な
る
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
投
票
が
、�
月

��

�
日�
午
前�
時
〜
午
後�
時
、
市
内�
か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
選
挙
は
農
業
従
事
者
を
対
象
に
行
わ
れ
、
選
出
さ
れ
る
委
員
の
定
数
は
、
第

�
選
挙
区�
人
、
第�
選
挙
区�
人
の
計　

人
で
す
。

��

■
投
票
資
格
者　
　

年�
月　

日
に
確
定
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

��

��

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。た
だ
し
本
市
か
ら
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
投
票
場
所　

第�
選
挙
区　

市
役
所
新
館
ロ
ビ
ー
、
睦
公
民
館
／
第�
選
挙

区　

郷
土
博
物
館

■
入
場
整
理
券　

郵
送
し
ま
す
。
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
た
指
定
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
入
場
整
理
券
は
、�
枚
の
は
が
き
に
有
権
者�
人
分

が
連
記
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票　

▼
期
日　�
月　

日�
〜�
月�
日�
午
前�
時　

分
〜
午

��

��

後�
時　

▼
場
所　

市
役
所�
階
第�
会
議
室　

▼
持
ち
物　

入
場
整
理
券

（
届
い
て
い
る
場
合
）

　

な
お
投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
理
由
を
宣
誓
書
に
記
載
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

（ ��������）�

八
千
代
広
域
公
園
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
お
知
ら
せ

���������

�����������
　

県
立
八
千
代
広
域
公
園
は
、新
川
沿
い
に
計
画
さ
れ
て
い
る「
水
辺
と
ス
ポ
ー

ツ
・
情
報
文
化
と
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
約　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
域
公

��

園
で
す
。
こ
の
エ
リ
ア
に
は
様
々
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
で
き
る
約

���
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
み
ん
な
の
広
場
」
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
を
ど
の
よ
う
な
空
間
に
す
る
か
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
や
希
望

を
お
聞
き
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
住
民
参
加
型
の
話
し
合
い
の
場
）

を
開
催
し
、
こ
こ
で
出
た
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
こ
れ
か
ら
の
公
園
づ
く
り
や

運
営
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ど
な
た

で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
定
員　

抽
選　

人　

▼
日
時　

��

�
月　

日�
午
前�
時
〜
正
午
、�

��

月�
日�
午
前　

時
〜
正
午
、�
月

��

�
日�
午
前　

時
〜
正
午　

▼
場

��

所　

市
民
会
館�
階
第�
会
議
室

▼
申
し
込
み　�
月　

日�
ま
で
に

��

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
志
望
動

機
を
フ
ァ
ク
ス
、郵
送
、ま
た
は
メ
ー

ル
で
〒���

－����
千
葉
市

中
央
区
出
洲
港　

－

�
　
千
葉
地
域

��

整
備
セ
ン
タ
ー
公
園
街
路
課���

�
（���
）��������
（�

��
）����
　�

chisei2@
m
z

pref.chiba.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.pref.chiba.jp/kendo

/chiba/index.htm
l

�

　（
公
園
緑
地
課
）

�第１回親善大使的国
際平和展。勝田台ス
テーションギャラ
リーで行われました
（平成16年）

�八千代こども親善大使は、バンコクを訪問
する前に研修を受けます。タイ語でのあい
さつや、タイ料理のテーブルマナーなどを
学習します

�
歴
代
バ
ン
コ
ク
こ
ど
も
親
善
大
使

の
会
「
テ
ッ
プ
ウ
タ
イ
」
と
八
千

代
こ
ど
も
親
善
大
使
の
交
流
会

▲大和田西小学校で、児童と一緒に給食を食べるバンコ
クこども親善大使。新しい友達を囲んで、みんな笑顔
（平成17年）

▲「ダイラックアン」が市民に呼び掛け「ウェルカム隊」を結
成。市総合生涯学習プラザで、バンコクの皆さんを歓迎しま
した（５月17日）

▲記念展示会の様子。交流20年を祝うメッ
セージが大きなツリー「ウェルカムの木」
に飾られています

�萱田南小学校での
体験授業。パソコ
ンで自分の名前を
書きました
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　スクムさんはただ一人、八千代こ

ども国際平和文化基金事業のスター

ト時から��年間、この事業に関わっ

てきた人です。最初は、協力者の一

人でしたが、今ではこども親善大使

にとっては良き先生、またこの事業

のコーディネーター、通訳として、

なくてはならない存在です。アユタ

ヤにある日本企業の現地法人社長と

して、忙しい毎日を送りながらも「八

千代とバンコクの子どもたちのため

なら」と、いつも快く協力してくだ

さっています。

スクムさん　　「両国のこども親善大使

による文化交流事業は、豊かな土地の

ようなもの。その上にまかれる種が、
こども親善大使です。人々

の援助と協力が、この種を

発芽させる適当な温度と水

分になっています。私には、

その芽が雑草や害虫にやら

れてしまわないように、守

ることくらいしかできませ

んが、��年間もこの事業に

かかわることができて、大

変光栄に思っています」
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▲エメラルド寺院を案内するスクムさん

コープクンクラップ※
（どうもありがとう！）
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 市役所
 〒276－8501 大和田新田312－5
 �483－1151（代表）
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真を 貼 った市販の履歴書、“社会教育
は

指導員に応募する理由”と題した作文
（400字詰め原稿用紙３枚程度）を〒276-
0045大和田138-2教育委員会庁舎内生
涯学習振興課へ郵送または持参。※申
込書は６月16日�から公民館、支所・
連絡所で配布　 ▼注意事項　①書類は
すべて手書きすること　②応募書類は
返却しません　③採用者の作文は、住
所、氏名を除き９月以降に市役所１階
情報公開室で公開します　 ▼問い合わ
せ　生涯学習振興課�481-0309

　 ▼資格　市内在住または在勤者。母
子住宅は、20歳未満の子を扶養してい
る母子家庭が対象。ただし、一般・母
子とも所得制限が有ります。また、申
込者（同居親族を含む）が自家所有者
（登記簿上の名義人及び共有名義人）や
ＵＲ都市機構、公社、公営住宅の入居
者は、原則として申し込みできません。
詳しくは、建築指導課へ　 ▼申し込み
６月30日�までに市役所５階建築指
導課で配布している申込書に必要事項
を記入し、必要書類を添えて提出して
ください。
【花輪団地／吉橋1350】　 ▼間取り／
月額家賃　①一般世帯用１戸…６畳・
３畳／8,300円～１万3,800円　②一
般世帯用１戸…４畳・３畳／7,700円
～１万2,700円　※①②とも単身者可
【ほしば団地／下市場2-10-18】　 ▼間
取り／月額家賃　母子世帯用１戸…６
畳２間・4.5畳 ／１万3,900円 ～２万
3,000円
【第２ほしば団地／下市場２-17-17】

▼間取り／月額家賃　母子世帯用１戸
…６畳２間・4.5 畳／１万5,900円～２
万6,400円
【まつわ団地／米本2265-1】　 ▼間取
り／月額家賃　母子世帯用３戸… 4.5
畳２間／8,100円～１万3,400円
※いずれも浴槽、ふろがま付き。駐車
場はありません。 　（建築指導課）

市営住宅の入居者募集

６月30日�納　

期 市県民税第１期
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夜間・休日
急病診療

�往診はしません　�服用中の
薬、おくすり手帳があれば持参
してください

�������	
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（東京女子医科大学八千代医療センター内）

【小児科】毎日午後６時～11時

�電話がつながらないときは市役所�483-1151
　または消防本部�459-2441へ

�������	�����

●夜間急病待機医
　　　　【案内時間】平日 午後７時～翌日午前８時30分
　　　　　　　　　土・日曜日・祝日・年末年始　午後５時～翌日午前８時30分
　　　　内科系� 482-6870　外科系� 482-6871

●休日当番医
　　　　【案内時間】日曜日、祝日、年末年始　午前８時30分～午後５時
　　　　内科系（内科小児科）　� 482-6870
　　　　外科系、その他の科目　� 482-6871
　　　　歯科　　　　　　　　　� 482-6872

　講座の企画・運営や社会教育団体の
育成、施設管理などを行う、社会教育
指導員を募集します。
　 ▼期間　９月１日�～21年３月31日
�　 ▼勤務場所　公民館などの社会教
育施設　 ▼資格　社会教育主事や教職
経験のある人。または社会教育活動の
指導に熱意のある人　 ▼条件　土曜・
日曜日を含む週４日間で29時間以内　

▼募集人数　若干名　 ▼報酬　月額12
万円　 ▼選考　一次…書類選考、二次
…面接　 ▼応募方法　６月30日�必着
で、非常勤職員採用試験申込書及び写

社会教育指導員を募集

　小学１年から３年生の保育を行う学
童保育補助指導員を募集します。
　 ▼期間　７月21日�～８月29日�
　 ▼時間　月曜から金曜日の原則午前
８時～午後７時／午前・午後の交代制
　 ▼勤務地　市内15か所の学童保育
所／希望勤務地は考慮します　 ▼人数
　若干名　 ▼時給　850円　 ▼申し込
み　６月30日�までに写真を貼った
市販の履歴書に必要事項を書き、市社
会福祉協議会へ持参または郵送。郵送
する場合は事前連絡要。〒276-0046大
和田新田312-5 福祉センター内市社会
福祉協議会地域係。�483-3021

夏休み期間中の学童保育
補助指導員を募集

①６月21日�午前10時～11時45
分・午後１時～４時30分
フルルガーデン八千代
（八千代市女性団体連絡協議会主催）
②６月28日�午前10時～11時45
分・午後１時～４時
イオンジャスコ八千代緑が丘店
（八千代東ライオンズクラブ主催）
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　市内公立小・中学校のプールを貸し
出します。
　 ▼期間　７月22日�～８月29日�
　※ただし、学校閉鎖期間及び土曜・
日曜日、祝日を除く　 ▼対象　責任者
の明確なスポーツ活動を目的とする団
体 ▼申し込み　各学校に置いてある申

夏休み期間中の小・中学校の
プールを貸し出します

請書に必要事項を書き、６月27日�ま
でに教育委員会庁舎内文化・スポーツ
課へ持参　※６月30日�午後２時か
ら教育委員会庁舎で説明会を行いま
す。申請した団体は、必ず出席を

　（文化・スポーツ課）

　子どもたちの水泳指導とプールを管
理する“プール管理指導員”を募集しま
す。
　 ▼期間　７月22日�～８月29日�
　 ▼対象　18歳以上の健康な人。ただ
し、高校生は応募不可　 ▼時給　有資
格者（日本赤十字社や日本水泳連盟、
日本体育協会認定の水泳に関する資格
保有者）…930円・無資格者…880円　

▼申し込み　７月４日�までに電話で
文化・スポーツ課�481-0305へ

夏休み期間中の小・中学校
プール管理指導員を募集

　八千代都市計画大学町地区地区計画
の変更原案となる案を縦覧します。
　 ▼対象地　大学町１丁目、真木野及
び島田台の各一部　※変更箇所及び概
要については、市ホームページ（http:
//www.city.yachiyo.chiba .jp）のト
ップページ・お知らせでご確認くださ
い　 ▼縦覧期間　６月16日�～30日
�午前８時30分～午後５時　※ただ
し、土曜・日曜日を除く　 ▼場所　市
役所５階都市計画課

八千代都市計画の
変更原案（案）の縦覧

　有効期間の違いにご注意ください。
“精神保健福祉手帳”は２年間、保険診
療分が原則１割負担になる“自立支援
医療（精神通院）受給者証”は１年間で
す。更新手続きをしないと、各制度の
適用が受けられなくなります。有効期
限を確認のうえ、該当する人は早めに
手続きをしてください。手続きは、３
か月前からできます。診断書や保険証
などが必要です。詳しくは、障害者支
援課へ

精神保健福祉手帳・自立支援
医療受給者証の更新手続を

　６月20日�から７月19日�まで“県
農薬危害防止運動”月間です。農薬は、
適正に使用しないと人体や動植物、周
辺の生活環境に悪影響を及ぼす恐れが
あります。使用する場合は、使用方法
や注意事項を守り“あらかじめ掲示板
などに散布の日時を告知する”“飛散し

農薬を使用する時は
周辺に配慮しましょう

ないよう天候に注意する”など周辺へ
の配慮をお願いします。 （農政課）

　平成21年度に小学校、中学校、特別
支援学級で使用する教科用図書を一般
公開します。
　 ▼日時　６月20日�～７月９日�午
前９時～午後５時　ただし、土曜・日
曜日を除く　 ▼場所　習志野市総合教
育センター　 ▼問い合わせ　習志野市
総合教育センター�475-5156、または
八千代市教育委員会指導課�481-0301

21年度使用教科書の展示会

　国民年金や厚生年金を受給している
人で、住所や年金受け取り金融機関な
どを変更する場合は、“年金受給権者
住所・支払機関変更届”に必要事項を
書き、船橋社会保険事務所へ郵送して
ください。同届は、市役所１階国民年
金室または支所・連絡所に置いてあり
ます。 　（国保年金課国民年金室）

年金受給者で住所や受け取り
金融機関を変えるときは届出を

　10月19日�に行われる“20年度県介
護支援専門員実務研修受講試験”の申
込書を配布します　 ▼配布期間　６月
24日�～７月25日�　 ▼配布場所　
市役所２階長寿支援課、福祉センター
内市社会福祉協議会、県社会福祉協議
会、県保険指導課、県健康福祉センター
 　（長寿支援課）

県介護支援専門員実務研修
受講試験の申込書を配布
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５
０
０
円
。
石
川

�
（
４
８
４
）１
５
５
７
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 　特に表示されていないものは受講
 無料です。詳しくは各主催者に問い
 合わせてください。
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  厚生労働省からの勧告により、日本
脳炎予防接種の積極的な勧奨を差し控
えています。これは、同予防接種と接
種後に起きる重症ＡＤＥＭ（急性散在
性脳 脊  髄 炎）との間に因果関係がある

せき ずい

と判断された事によるものです。対象
は、３歳から７歳６か月未満の子（第
１期）と９歳から13歳未満の子（第２
期）です。ただし、①日本脳炎の流行
地域（朝鮮半島や台湾、中国、ベトナ
ムなど）へ渡航するなど、感染する危
険性が高い場合　②対象年齢で、保護
者が特に希望する場合は、医師から同
ワクチンの効果や副作用などについて
の説明を受け、同意書に署名した上で、
接種することができます。①②とも接
種を希望する場合は、必要書類を送付
しますので、電話で母子保健課へご連
絡ください。

�楽しい大人の折り紙教
室・全４回（高津公民館
�450-0353）折り紙や和

紙を使って、季節の風物などを作る。市
内在住の成人対象。先着15人。はさみ、
ボンド、定規、筆記用具、手ふき持参。
□時 ７月３日・17日、９月４日・18日各
木曜日午後１時30分～３時　□費 1,000
円／６月23日�までに材料費を持参　
□申 ６月16日�以降に電話か直接同館へ
�初心者のちぎり絵教室・全２回（村
上公民館�485-5452）和紙を使いサギ
ソウを立体的に表現する。市内在住ま
たは在勤者対象。先着12人。筆記用具、
手提げ袋持参。□時 ６月30日�、７月７
日�午後１時30分～３時30分　□費 
1,000円／６月27日�までに持参　□申 
６月23日�までに電話か直接同館へ

����
 〒276－0042 ゆりのき台2－10
  保健センター母子保健課　 �486－7250
  　　　　　 健 康 づ く り課 　 �483－4646 
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者
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動
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６
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分
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30
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台
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０
０
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懐
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仲
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０
３
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催
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０
５
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／
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／
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２
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　地域子育て支援センター、子ども支
援センターすてっぷ21、母子保健課で
は、母子健康手帳の交付に併せて、妊
娠から子育ての相談や情報の提供を行
っています。医師により妊娠が確認さ
れた場合は、早めに申請を。
　 ▼申請場所　地域子育て支援センタ
ー（高津南・米本南・八千代台南・ゆ
りのき台・睦北・村上北の各保育園）
子ども支援センターすてっぷ21勝田台・
大和田、保健センター内母子保健課、
市役所２階子育て支援課（母子保健課）
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　お子さんの発育・発達や生活習慣、
子育ての状況などを、かかりつけの医
師と確認する大切な機会です。必ず受
けましょう。対象者には封書で通知し
ます。届かない場合は、母子保健課へ
■１歳６か月児健康診査　 ▼対象　１
歳６か月以上２歳未満。ただし、歯科
健診は、１歳10・11か月時に行います。
詳細は、後日はがきで通知します。
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■３歳児健康診査　 ▼対象　３歳４か
月以上４歳未満

　歯科医による健診や相談、歯科衛生
士の歯みがき実習など。
　 ▼日時　７月11日�・15日�受け付
けは午前９時30分～10時　 ▼場所　
保健センター　 ▼対象　18年１月生
まれ ▼申し込み　７月４日�までに電
話で母子保健課へ
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　病気やけがによって体や言葉などが
不自由になってしまった人たちが集ま
り、絵や文字を自由に描き、自分の気
持ちを楽しく表現する教室です。外へ
出て、新しい仲間と一緒に楽しんでみ
ませんか。体験参加も大歓迎。
　 ▼日時　７月７日�午後１時30分
～３時30分　 ▼場所　保健センター
　※介助が必要な人は介助者も同伴　

▼申し込み　電話で健康づくり課へ

���������

　閉じこもり予防のために、地域でお
友達を増やしてみませんか。一緒に健
康づくり（介護予防）をしたい人はお気
軽にご参加ください。先着20人程度
　 ▼日時　６月25日�午後１時30分
～３時30分　 ▼場所　睦公民館　 ▼

対象40歳以上の人　 ▼申し込み　電
話で健康づくり課へ
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　さくらがわクリニック（村上3665）
で胸部レントゲン、大腸がん、前立腺

�������	
��

���������

�特定疾患医療受給者票更新の手続き
　 ▼期間　８月29日�までの午前９時
～午後４時30分。ただし、土曜・日曜
日、祝日を除く　 ▼場所　習志野健康
福祉センター　※受給者票などの受け
取りを郵送で希望する場合は、現金300
円を申請時に持参。 　（健康生活支援課）
�小児慢性特定疾患治療研究事業継続
申請の手続き　 ▼期間　８月８日�ま
での午前９時～午後４時30分。ただし、
土曜・日曜日、祝日を除く　 ▼場所　習
志野健康福祉センター　※受診券など
の受け取りを郵送で希望する場合は、現
金300円または300円分の切手を申請
時に持参。詳細は、同センターホーム
ページ（http://www.pref. chiba . jp
/hokenjo/narashino）でご確認を
 　（地域保健福祉課）
�療育相談　乳幼児の 股 関節や骨格・

こ

整形外科疾患などについて、整形外科
医が無料で相談に応じます。母子健康
手帳持参。 ▼日時　６月23日�受付時
間午後２時～２時30分　 ▼場所　習志
野健康福祉センター 　（地域保健福祉課）
�精神保健福祉相談（予約制）　精神疾
患や心の健康について、精神科医が相
談に応じます。 ▼日時・場所　①７月
２日�午後２時～・八千代市福祉セン
ター　②７月８日�午後２時～・習志
野健康福祉センター（地域保健福祉課）

がんの各検診と肝炎ウイルス検査が受
けられるようになりました。受診する
場合は、事前に電話予約が必要です。
�405-7722 　（健康づくり課）

　ミニバス、野球やサッカーと子ども
たちは、いろんなスポーツをする機会
が増えています。それに伴い、あちこ
ち痛がったりする子どもが多く見られ
ます。使い過ぎなのに正しく診断され
ず、単に成長痛だとして放っておかれ
たりすることもあります。
　例えば、かかとや内くるぶしの前を
痛がっている小学４～６年生は、とて
も頻繁に見られます。子どもの骨は、
成長の途中で骨端線（こったんせん）と
いう成長軟骨の部分が弱く、筋肉や腱
に引っ張られるとそこに小さなけが（損
傷）や炎症をよく起こします。それを

骨端症（こったんしょう）と呼んだりし
ますが、短期間スポーツを休ませたり、
温熱療法を行ったり、ストレッチを行
うことで症状は落ち着くことが多いの
です。成長期の骨が完成していない、
まだ弱い時期に使い過ぎての痛みであ
り、これを成長痛と縮めて言っては、
解決の方法が無くなってしまうのです。
　整形外科は骨、関節、筋肉など運動器
を扱い、スポーツ医学が専門の一つで
す。子どもが最近何をやっているか、
きっかけになることは無いかなど、よ
く整理して整形外科学会専門医に尋ね
ましょう。（八千代市医師会・吉田章一）
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けんこうかんりコーナー 403

�伝承文化を習おう・物
づくり編①（文化伝承館
�458-1700）水鉄砲を作

ります。小学３年生以上の子とその保
護者対象。先着30組。□時 ７月５日�
午前10時～11時30分　□費 100円　□申 電
話か直接同館へ

�図書館教養講座“スラ
イドとお話で旅するピー
ターラビットの世界”（緑

が丘図書館�489-4946）作者ビアトリ
クス・ポターの生涯と物語の舞台とな
った、湖水地方を紹介します。講師は、
中央大学名誉教授の池田正孝さん。中
学生以上対象。先着80人。□時 ７月５日
�午後２時～４時　□所 緑が丘プラザ５
階集会ホール　□申 電話か直接同館へ。
図書館ホームページ（http : / /www . l ibra ry . 
yachiyo.chiba .jp）の更新履歴からも申
し込むことができます

�甲種防火管理資格付与
講習会（消防本部予防課
�459-7803）市内在住ま

たは在勤者対象。先着80人。□時 ７月
24日�・25日�　□所 消防本部３階講堂
　□費 4,300円／テキスト代　□申 ６月23
日�～27日�午前８時30分～午後４
時30分の間に同課へ　※申込書は、６
月15日�から消防本部と各消防署で
配布します
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リサイクル・ガイドリサイクル・ガイド
消費生活センター消費生活センター��485-0559485-0559
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　５月��日、市はＵＲ都市機構、�住宅管理協会と
ゆりのき台パークシティ内における子育て支援に関
する協定を締結。同機構が所有する、ゆりのき台パ
ークシティ内の集会所で、地域子育て支援センター
「のびのび広場」の出前広場を５月��日から実施し
ています。
　出前広場とは、地域ごとに妊娠・出産・子育てを
一貫して支援するために設けられた地域子育て支援
センターの出前事業です。安心して遊べる場所の提
供や子育てなどの悩みについて相談に応じていま
す。この集会所での出前広場は、毎月第１・３水曜
日の午前��時～正午に実施しています。詳しくはゆ

　５月��日、新川周辺でウォークラリー大会が開催さ
れました。主催は市レクリエーション協会。今年で��
回を迎えるこの大会には、家族や友だち同士など、��
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組���人が参加しました。
　ウォークラリーとは、交差点や分岐点だけが書か
れたコース図に従って歩き、指定されたポイントを
たどってゴールを目指すゲームです。コースは自分
の体力に応じて、���キロメートル（総合運動公園多
目的広場集合）、���キロメートル（村上駅集合）、���
キロメートル（八千代緑が丘駅集合）の３コースから
選ぶことができます。参加者は途中に設けられた神
社やお寺などのチェックポイントで、周囲を観察し、
八千代の自然や歴史を楽しみながらゴールを目指し
ました。参加者の一人は、「細くて分かりづらい道も
あったけれど、その分、新たな発見がありました」
と楽しそうに話していました。

����������	�
�
��

�
������	
��������

�������	
��
����
�������	
��
���

　５月��日、ゴミゼロ運動が行われました。悪天候
のため、中止になった会場もありましたが、環境美
化重点区域になっている新川両岸遊歩道には、ボラ
ンティアの市民、地元企業の関係者、市職員など、
約���人が集合。雨が降る中、草をかき分けながらご
みを拾いました。この場所では、１時間ほどの作業
で、���キログラムのごみを回収しました。
　市全体では、約�����人が参加し、びんや缶などの
資源物���キログラムを含む�����キログラムのごみ
を回収しました�
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　子ども会活動をはじめ、さまざまな青少年育成の
場での指導実績が認められ、�日本善行会から表彰
されました。
�青少年善行　小野あかね（高津団地）

　“社会福祉に役立ててください”と寄付をいただき
ました。
�ＡＳＡ八千代シアタークラブ…２万８００円
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　阿蘇公民館では、女性を対象に５月��日、６月６日・
��日の全３回でフラダンス体験教室を開催。初回には
��人が参加し、フラの動きや意味を学びました。
　　「前のめりにならないように姿勢を正して。足を踏
み出してから重心を移動するのがコツ」と教わった参
加者は、自分の動きを確かめるように繰り返し練習し
ていました。講師の横澤桂子さんは「踊っていると、
明るく楽しい気持ちになります。それを少しでも皆さ
んに伝えられれば」と話していました。

�������	
��
�����������

�������	

��������	
��
�����
�����

��������������	
���
���

�������	
��
�����������

��������	
��
��������	�

�������	

■あげます（無料）　
�カシオ製ワープロ（��年くらい前のもの）　�和食
器棚（茶色、幅�����×奥行����×高さ�����）　�日
立製除湿器　�村上団地用ガスコンロ（２口、グリ
ル付き）　�１人掛け�籐�のいす（大きめ、２年使用）

とう

�ナショナル製ハンディマッサージ器（新品）　�男
児用子ども服（新生児用
～�����くらい）　�ベビ
ーベッド　�ソファー
（モスグリーン、�����）
�ステッパー（足踏み器）
�ベビーカー　�カメ用
飼育ケース（丸型、直径
����）　�日産車用チャ
イルドシート�新品同様�
■ゆずります（有料）　
�ソニー製デジタルビデ
オカメラ（５年使用）　
�ホンダ製原動機付き自
転車ディオ（����）　�チ
ャイルドシート　
■ゆずって(有料)　
�萱田小または萱田南小
体操着（�����以上）
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耄
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早
く
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と
や
長
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な
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年
金
細
る
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新
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児
玉　

將
孝

所
詮
…
友
だ
ち
以
上
に
は
な
れ
な
く
て
ダ
ン
ス
の
後
は「
ド
ト
ー
ル
」に
寄
る
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大
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田
新
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）
角
田　

邦
夫

落
下
せ
し
「
萌
黄
の
館
」
煙
筒
に
激
震
の
様
ま
ざ
ま
ざ
と
あ
り
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八
千
代
台
北
）
水
野
太
佳
代

柿
の
木
の
若
葉
の
戦
ぐ
き
ら
め
き
を
老
い
た
る
身
に
受
け
若
返
ら
む
か
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台
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大
野　

浩
子

末
っ
子
の
吾
が
停
年
を
告
げ
し
時
病
む
母
静
か
に
笑
み
返
し
た
り
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村
越
喜
美
子

穴
あ
き
の
ジ
ー
ン
ズ
脱
ぎ
捨
て
紺
ス
ー
ツ
姪
は
羽
化
す
る
蝶
の
ご
と
く
に
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水　

重
男
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り
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気
儘
う
れ
し
い
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放
感
明
日
は
戻
る
家
族
の
あ
り
て
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た
み

父
と
子
が
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ー
タ
ー
売
場
で
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そ
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そ
と
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よ
せ
て
を
り
母
の
日
近
し
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）
那
智　

恒
子

　
　
　
　
　

一
首
目
、
長
く
こ
の
世
に
生
き
る
事
は
人
の
願
い
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

長
命
と
い
う
幸
福
感
が
ゆ
ら
ぎ
始
め
て
い
る
。
二
首
目
、
所
詮
…

は
年
齢
的
な
も
の
か
。
ち
ょ
っ
と
楽
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
い
い
。
三
首

目
、
阪
神
大
震
災
の
折
に
落
下
し
た
煙
筒
に
作
者
の
感
じ
た
畏
れ
。
月
へ
人

が
行
く
時
代
で
も
天
災
は
人
智
で
防
ぐ
事
は
出
来
な
い
。
四
首
目
、
い
つ
も

前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ
て
く
れ
る
作
者
。
自
ら
の
老
い
、
他
者
の
老
い
、
こ

れ
か
ら
の
歌
の
避
け
ら
れ
ぬ
テ
ー
マ
。
五
首
目
、
母
の
ぬ
く
も
り
が
伝
わ
り

下
の
句
の
情
景
が
美
し
い
。
六
首
目
、
若
い
女
性
の
変
身
は
ま
さ
に
蝶
の
羽

化
。
そ
れ
が
身
近
な
姪
の
変
身
で
戸
惑
う
作
者
。
七
首
目
、
明
日
に
は
戻
っ

て
く
る
家
族
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
、
た
ま
さ
か
の
解
放
感
。
八
首
目
、
セ
ー

タ
ー
売
場
の
二
人
を
見
て
、
想
像
し
た
明
る
い
情
景
。
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旬
の
味
忘
れ
ぬ
よ
う
に
旬
を
食
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林
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美
子

  
体
験
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ー
あ
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た
し
黄
泉
の
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田
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保
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吉
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人
肌
に
ロ
ボ
ッ
ト
お
燗
つ
け
ら
れ
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萱
田
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渡
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昭
二

  
命
が
け
損
得
な
し
で
震
災
地 
大
和
田
新
田　

彦
田　

誠
風

  
ポ
ス
タ
ー
の
裸
婦
の
画
像
に
休
む
足 
八
千
代
台
東　

重
森　

文
七

  
独
房
で
四
角
い
窓
を
見
つ
め
て
る 

勝
田
台　

藤
川　

朝
生

  
裁
判
員
制
度
に
欲
し
い
リ
ト
マ
ス
紙 

萱　
　

田　

鈴
木
み
ち
子

  
散
歩
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
と
な
り
縄
の
れ
ん 

村　
　

上　

竹
村
紀
の
治

りのき台保育園�
��������へ。


